
第 20 回地域包括ケア歯科医療従事者養成講座のご案内 

 

地域における医療・介護連携を図り、効果的な歯科保健医療サービスを提供できる体制整備を推

進することを目的とし研修会を開催しますので、多くのご参加を賜りますようお願いいたします。 

 

主  催  三重県・三重県歯科医師会 

日  時  令和 7 年 11 月 9 日（日）午前 10 時～12 時 

会  場  ◎Web 受講  ※Zoom ウェビナーを使用 

◎会場受講 （三重県歯科医師会館：津市桜橋 2 丁目 120-2） 

演  題  「医療的ケア児に歯科は何ができるのか ―小児在宅歯科の実際―」 

講  師  医療法人稲生会 生涯医療クリニックさっぽろ 歯科科長 髙井 理人 先生 

                 ※詳細は裏面をご覧ください。 

対  象  歯科医療従事者、医療従事者、行政関係者、福祉・介護関係者、保育・教育関係者 等 

申込方法  ◎Web 受講の場合 

        必ず期日までに、下記URL または二次元コードから 

お申込みください。 

URL  https://forms.gle/fgN4xzn4W21EEeC78 

登録されたメールアドレス宛、11 月初旬に、研修の 

視聴方法等の詳細をご連絡いたします。 

       ◎会場受講の場合 ＜定員：150名＞ 

        必ず期日までに、下記、参加申込書にてお申込みください。 

        ※先着順（定員を超え、受講できない場合に限り連絡をいたします。） 

申込締切  令和 7 年 10 月 27 日（月） ＜参加無料＞ 

 
※三重県歯科衛生士会会員で、日本歯科衛生士会第５次生涯研修制度に基づき受講単位の申請を希望
される方は参加申込時にご連絡ください。なお、申請にあたり三重県歯科衛生士会に氏名・会員番
号を連絡しますのでご了承ください。 

 
※感染症の流行や悪天候等により、やむなく中止となる場合は、当日の午前９時までに三重県歯科医
師会ホームページに掲載します。 

 

第 20 回地域包括ケア歯科医療従事者養成講座参加申込書 （会場受講用） 

所属  電話 -     - 

氏名 
ふりがな（                ） 

 
職種  

三重県歯科衛生士会会員で、日本歯科衛生士会第５次生涯研修制度に基づき 
受講単位の申請を希望される方はチェック☑を入れ、会員番号を記入してく 
ださい（三重県歯科衛生士会経由） 

□ 
（会員番号       ） 

＜お問合せ・お申込み先＞三重県歯科医師会事務局  FAX  059-227-0510 

〒514‐0003 津市桜橋 2 丁目 120-2 TEL059-227-6488 

＜二次元コード＞ 



【講演内容】 

 

「医療的ケア児に歯科は何ができるのか ―小児在宅歯科の実際―」 

 

医療法人稲生会 生涯医療クリニックさっぽろ  

歯科科長 髙井 理人 先生 

 

経管栄養や人工呼吸器を必要とする「医療的ケア児」の増加を背景に、在宅医療のニーズは高齢

者だけでなく小児まで拡大しています。2018 年の診療報酬改定で「小児在宅患者訪問口腔リハビ

リテーション指導管理料」が新設されて以後、歯科医療保険や各種制度において、医療的ケア児や

小児在宅歯科医療に関する施策が続けて打ち出されています。小児在宅歯科のニーズは拡大し、近

年少しずつ認知されてきましたが、一方で実施体制はまだ地域差が大きく、十分に普及していない

のも実状です。 

医療的ケア児に対して、歯科は何ができるのでしょうか。小児在宅歯科での柱となる対応は、口

腔ケア、摂食指導、歯科治療の三つです。医療的ケア児の口腔には、特有の問題や注意すべき点が

あります。たくさんの医療デバイスに囲まれた生活の場での診療という、小児在宅医療ならではの

環境設定も必要です。本講演では、家族からの具体的なニーズ、在宅での診療で工夫すべき点、在

宅と外来の連携、多職種との関わり方の実際など、小児在宅歯科を実践するうえで大切なポイント

をお伝えします。すでに取り組んでいる、あるいはこれからやってみようと考えている方はもちろ

ん、関わる機会がない方にとってもイメージしやすいよう、噛み砕いてお話しします。医療的ケア

児に携わるための基本的な知識を整理し、三重県の小児在宅歯科医療について一緒に考える機会に

なれば幸いです。 

 

 

【略 歴】髙井 理人（たかい りひと） 

2013年 北海道大学歯学部卒業 

2018年 北海道大学大学院歯学研究科 博士課程修了 

2019年 医療法人稲生会生涯医療クリニックさっぽろ 歯科科長 

北海道大学大学院歯学研究院小児・障害者歯科学教室 専門研究員 

 

2015 年に札幌市の小児在宅医療を担う医療法人稲生会に歯科を立ち上

げ、医療的ケア児を対象とした歯科訪問診療を開始。歯科の立ち上げと並

行して、大学院で「医療的ケアを必要とする重症心身障害児に対する訪問

歯科診療についての研究」に取り組む。現在まで「医療的ケア児」と「小

児在宅歯科」に特化した実践を続けながら、大学での臨床および研究にも

従事している。 

 

【学会・役職】 

日本小児歯科学会専門医，委員：小児保健委員会 

日本障害者歯科学会認定医，委員：医療保険委員会，診療ガイドライン作

成委員会，医療技術推進検討委員会 

日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士 

北海道大学歯学部非常勤講師 

小児在宅歯科医療研究会世話人 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

【著書（共著）】 

「小児在宅歯科医療の手引き 第 2 版」：医歯薬出版，

2025年 

「医療的ケア児等コーディネーター実践テキスト」：メデ

ィカ出版，2024年 

「歯科訪問診療ハンドブック」：医歯薬出版，2023年 

「子どもの歯科訪問診療実践ガイド」：医歯薬出版，

2019年 等 

 


